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こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
公
刊
し
た
「
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木

簡
概
報
十
二
　
（
昭
和
5
2
年
５
月
）
以
後
、
平
城
宮
跡
お
よ
び
薬
師

寺
、
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
七
坪
の
発
掘
調
査
か
ら
出
土
し
た
木
簡

の
主
要
な
も
の
を
収
録
す
る
。

　
以
下
、
木
簡
の
出
土
地
域
ご
と
の
状
況
を
述
べ
、
木
簡
の
形
態
分

類
、
凡
例
と
釈
文
を
か
か
げ
る
。

二
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況

第
一
〇
二
次
調
査
（
６
　
Ａ
Ｂ
Ｆ
　
・
　
Ｂ
Ｓ
　
・
　
Ｂ
Ｔ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
2
年
４
月
？
８
月

　
発
掘
区
は
推
定
第
二
次
朝
堂
院
の
朝
堂
区
画
の
東
辺
北
寄
り
に
当

り
、
昨
年
度
調
査
し
た
第
九
七
次
調
査
区
の
南
に
接
す
る
。
主
な
検

出
遺
構
は
、
東
第
一
・
第
二
朝
堂
に
当
る
南
北
棟
礎
石
建
物
二
棟
、

朝
堂
の
東
面
を
区
画
す
る
南
北
塀
・
築
地
各
二
条
、
基
幹
排
水
路
の

南
北
大
溝
二
条
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
地
区
に
は
、
和
銅
創
建
当
初
、

基
幹
排
水
路
の
南
北
溝
切
ｃ
ｊ
呂
が
掘
ら
れ
、
発
塀
区
東
辺
に
南
北

塀
Ｓ
Ａ
８
４
１
０
が
作
ら
れ
る
。
そ
の
後
全
面
的
な
整
地
に
よ
っ
て
埋
め

た
て
ら
れ
、
Ｓ
Ｄ
３
７
６
５
の
東
に
朝
堂
の
東
面
を
区
画
す
る
南
北
塀

Ｓ
Ａ
５
５
５
０
Ａ
が
作
ら
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
東
に
切
口
芝
呂
の

代
り
に
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
３
７
１
５
　
％
掘
ら
れ
る
。
東
面
塀
Ｓ
Ａ
５
５
５
０
Ａ
は
、

そ
の
後
築
地
Ｓ
Ａ
５
５
５
０
Ｂ
に
作
り
替
え
ら
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
そ
の

内
側
（
西
）
に
東
第
二
・
二
朝
堂
に
当
る
南
北
棟
礎
石
建
物
Ｊ
Ｓ
Ｂ
８
４
０
０

・
　
８
５
５
０
が
作
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
南
北
塀
Ｓ
Ａ
８
４
１
０
　
　
・
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

３
７
１
５
か
ら
総
計
三
〇
点
出
土
し
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｄ
３
７
１
５
出
土
木
簡

　
幅
二
！
二
ｍ
、
深
さ
約
一
ｍ
の
素
掘
り
の
南
北
大
溝
で
、
第
一
次

・
第
二
次
朝
堂
の
間
を
流
れ
、
両
地
区
か
ら
の
排
水
を
受
け
る
基
幹

排
水
路
で
あ
る
。
掘
ら
れ
て
か
ら
奈
良
時
代
末
期
ま
で
存
裂
し
、
本

地
区
で
は
一
度
の
改
修
が
認
め
ら
れ
、
上
層
・
下
層
溝
の
二
期
に
分

け
ら
れ
る
。
木
簡
は
両
時
期
の
溝
か
ら
散
在
的
に
出
血
し
、
総
点
数

は
ニ
ハ
点
で
あ
る
。
年
紀
を
有
す
る
も
の
は
、
上
層
溝
の
下
層
堆
積

層
か
ら
天
平
五
年
の
服
喪
に
よ
る
請
暇
文
書
一
点
が
出
七
し
、
ほ
か

に
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
釘
作
成
に
関
す
る
文
書
が
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
３
７
１
５
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
も
第
四
一
・
九
七
次
調
査
で
本
発
掘

区
の
上
流
（
北
）
に
お
い
て
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
特
に
第
九
七

次
調
査
で
は
、
Ｓ
Ｄ
３
７
１
５
に
設
け
ら
れ
た
堰
ω
ｘ
回
に
付
近
を
中
心

に
、
工
層
溝
か
ら
神
亀
？
天
平
初
の
宮
内
造
営
関
係
の
木
簡
を
含
む

Ｔ
こ
八
点
が
出
土
し
て
い
る
（
「
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
」

五
；
す
Ｉ
）
。

１
一



　
Ｓ
Ａ
８
４
１
０
出
土
木
簡

　
Ｓ
Ｄ
３
７
１
５
'
の
西
四
・
一
五
ｍ
を
走
る
掘
立
柱
南
北
塀
で
あ
る
。
柱
間
三

ｍ
、
本
発
掘
区
で
一
九
間
分
、
第
九
七
次
調
査
と
あ
わ
せ
て
三
〇
間

分
を
確
認
し
て
い
る
。
柱
掘
形
は
一
辺
一
・
五
～
二
・
〇
ｍ
の
方
形

で
、
深
さ
は
約
四
〇
一
と
浅
く
、
ま
た
柱
痕
跡
が
確
認
で
き
な
い
の

で
、
掘
形
を
掘
っ
た
ま
ま
柱
を
た
て
ず
に
埋
め
た
て
た
可
能
性
も
あ

る
。
木
簡
は
発
掘
区
南
端
か
ら
第
一
〇
・
一
　
一
番
目
の
柱
掘
形
の
埋

土
か
ら
各
一
点
出
土
し
て
い
る
。
年
紀
の
あ
る
も
の
は
な
い
が
、
若

狭
国
遠
敷
郡
「
小
丹
生
里
」
の
米
付
札
は
、
里
制
で
あ
る
こ
と
、
里

名
記
載
が
和
銅
六
年
の
国
郡
里
名
の
好
字
表
記
の
制
以
前
の
表
記
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
和
銅
年
間
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
〇
四
次
調
査
（
６
Ａ
」
Ｒ
区
）
　
昭
和
5
2
年
８
月
ヽ
ぞ
1
1
月

　
発
掘
調
査
区
は
平
城
宮
東
張
出
部
内
で
、
い
わ
ゆ
る
東
院
地
区
の

西
辺
部
に
当
り
、
第
二
二
次
南
（
６
Ａ
Ａ
Ｅ
．
Ｆ
）
調
査
区
と
第
四
三
次

（
６
Ａ
」
Ｓ
）
調
査
区
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
ま
た
宮
域
拡
張

以
前
に
は
車
一
坊
大
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
場
所

で
も
あ
る
。

　
検
出
遺
構
は
大
き
く
Ａ
ｔ
Ｆ
の
六
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
時
期
別
に
木
簡
出
土
遺
構
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

　
Ａ
期
　
奈
良
時
代
初
期
の
、
当
地
区
で
の
本
格
的
造
営
開
始
以
前

の
時
期
で
あ
る
。
主
要
な
遺
構
は
発
掘
区
の
北
東
か
ら
南
西
に
か
け

て
斜
行
す
る
溝
印
む
回
目
と
、
発
掘
区
北
部
の
長
方
形
土
墳
Ｓ
Ｋ
８
６
３
０

で
あ
り
、
共
に
木
簡
が
出
土
し
た
。

　
斜
行
溝
は
幅
約
三
ｍ
、
深
さ
〇
・
六
ｍ
で
、
全
長
九
二
ｍ
分
を
検

出
し
た
。
両
岸
に
護
岸
用
の
シ
ガ
ラ
ミ
を
施
し
て
い
る
。
溝
の
堆
積

は
三
層
か
ら
な
り
、
木
簡
は
上
層
か
ら
Ｉ
〇
五
点
、
中
層
か
ら
二
点

出
土
し
、
下
層
か
ら
は
出
土
し
な
か
っ
た
。
ま
た
溝
廃
棄
後
に
溝
上

を
灰
白
粘
土
や
建
築
部
材
片
等
で
埋
め
て
い
る
が
、
こ
の
埋
土
の
中

か
ら
も
木
簡
が
ニ
ハ
点
出
土
し
た
。
年
紀
の
あ
る
木
簡
は
計
九
点
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
和
銅
年
間
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
中
層
で
は
和

銅
二
年
｝
点
、
上
層
で
は
同
四
年
、
五
年
各
一
点
、
同
六
年
四
点
、

同
七
年
、
八
年
各
一
点
で
あ
る
。
年
紀
の
な
い
も
の
も
記
載
内
容
か

ら
同
時
期
の
も
の
と
み
て
よ
い
。
整
地
土
出
土
木
簡
に
は
年
紀
は
な

い
が
、
こ
れ
も
内
容
か
ら
ほ
ぼ
同
時
期
と
み
ら
れ
る
。
内
容
的
に
は

貢
進
物
付
札
が
多
く
、
そ
の
中
で
埋
土
出
土
。
の
も
の
に
山
陽
道
か
ら

の
鍬
の
貢
進
付
札
、
ま
た
は
そ
れ
と
推
定
で
き
る
も
の
が
八
点
あ
る

の
が
注
目
さ
れ
る
。

　
長
方
形
土
壌
は
東
西
四
・
六
ｍ
、
南
北
二
Ｉ
ｍ
、
深
さ
〇
・
四
ｍ

あ
る
が
、
用
途
は
未
詳
で
あ
る
。
こ
の
土
墳
の
埋
土
か
ら
一
三
点
の

２－-



木
簡
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
中
に
和
銅
八
年
・
霊
亀
元
年
・
同
二
年

の
年
紀
を
持
ち
内
侍
名
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。

　
斜
行
溝
や
長
方
形
土
墳
は
木
簡
の
年
紀
か
ら
、
奈
良
時
代
当
初
よ

り
存
し
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
こ
の
地
域
が
東
一
坊
大
路
と

し
て
の
機
能
を
果
し
て
い
た
時
期
は
な
い
と
み
ら
れ
、
宮
域
は
平
城

宮
造
営
当
初
か
ら
東
へ
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
Ｂ
期
　
斜
行
溝
、
長
方
形
土
墳
等
を
埋
め
、
こ
の
地
区
を
全
面
的

に
整
地
し
、
調
査
区
西
辺
の
南
北
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
３
２
３
７
、
南
北
棟
を

主
と
す
る
六
棟
の
建
物
等
を
作
っ
た
時
期
で
あ
る
。
木
簡
は
、
発
掘

区
北
部
中
央
の
一
一
間
ｘ
三
間
の
南
北
棟
建
物
印
帥
回
目
の
南
妻
柱

の
抜
取
穴
か
ら
三
点
出
土
し
た
が
、
そ
の
中
に
天
平
十
口
年
と
記
し

た
も
の
が
二
点
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
Ｂ
期
の
廃
絶
時
期
が
天
平
末
年

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
他
に
Ｓ
Ａ
３
２
３
７
の
発
掘
区
南
端
か

ら
二
四
番
目
の
柱
掘
方
か
ら
二
点
Ｓ
Ａ
３
２
３
７
の
中
央
部
に
接
続
す
る

東
西
塀
Ｓ
Ａ
８
５
７
６
の
東
端
よ
り
三
番
目
の
柱
抜
取
穴
か
ら
二
点
、
五

番
目
の
柱
掘
方
か
ら
一
点
、
北
東
部
の
東
西
塀
Ｓ
Ａ
８
５
８
１
の
東
端
の

柱
抜
取
穴
か
ら
一
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

　
Ｃ
期
　
こ
の
地
区
を
大
き
く
改
修
し
、
五
間
×
三
間
南
廂
付
の
同

一
規
模
の
東
西
棟
建
物
六
棟
が
四
ｍ
の
間
隔
で
整
然
と
南
北
に
並
ぶ

時
期
で
あ
る
。
木
簡
は
南
か
ら
三
棟
目
の
建
物
必
∽
回
旨
北
側
柱
列

の
東
か
ら
四
番
目
の
柱
穴
掘
方
か
ら
一
点
出
土
し
た
。

　
Ｄ
期
　
発
掘
区
西
部
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
３
２
３
６
＆
Ｃ
と
、
発
掘
区
中
央
や

や
北
よ
り
で
Ｓ
Ｄ
３
２
３
６
Ｂ
に
流
入
す
る
玉
石
敷
東
西
溝
印
｛
｝
回
目
と
そ

れ
を
改
修
し
Ｓ
Ｄ
３
２
３
６
Ｂ
に
注
ぐ
素
掘
溝
卯
む
ま
咀
、
お
よ
び
南
北
棟

四
棟
、
東
西
棟
二
棟
の
建
物
等
が
作
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。
木
簡
は

発
掘
区
北
西
の
六
間
×
二
間
の
南
北
棟
Ｓ
Ｂ
８
６
３
８
の
東
側
柱
の
南
よ

り
五
番
目
の
柱
穴
掘
方
か
ら
二
点
出
土
し
発
掘
区
中
央
で
二
間
分
検

出
し
た
東
西
塀
卯
ヽ
’
呂
回
の
中
央
と
東
の
柱
穴
掘
方
か
ら
各
一
点
出

土
し
た
。
南
北
溝
か
ら
は
一
五
五
点
出
土
し
た
。
こ
の
溝
は
当
初
幅

二
ｍ
、
深
さ
六
〇
Ｊ
あ
っ
た
が
（
Ｃ
溝
）
、
の
ち
同
幅
で
深
さ
五
〇

Ｊ
に
造
り
か
え
て
い
る
（
Ｂ
溝
）
。
全
長
九
七
ｍ
分
を
検
出
し
た
。

な
お
Ｂ
・
Ｃ
溝
廃
絶
後
に
小
規
模
の
溝
Ｓ
Ｄ
３
２
３
６
Ａ
が
作
ら
れ
る
。
木

簡
は
Ｃ
溝
か
ら
ス
ビ
点
、
Ｂ
溝
か
ら
五
四
点
出
土
し
た
。
Ｃ
溝
で

は
溝
の
北
半
部
で
多
く
出
土
し
、
Ｂ
溝
は
Ｓ
Ｄ
８
６
２
９
が
流
入
す
る
付

近
で
西
岸
が
大
き
く
え
ぐ
り
と
ら
れ
、
こ
の
個
所
で
大
半
の
四
一
点

が
出
土
し
た
。

　
Ｃ
溝
出
土
木
簡
で
年
紀
を
記
す
も
の
は
、
天
平
神
護
二
年
三
点
、

神
護
口
口
、
宝
亀
五
年
、
同
六
年
各
一
点
、
そ
れ
に
習
書
で
「
勝
宝
」

が
あ
る
。
ま
た
「
閏
十
月
」
と
あ
る
も
の
は
天
平
勝
宝
六
年
か
天
平

神
護
元
年
で
あ
る
。
Ｂ
溝
で
は
宝
亀
五
年
一
点
の
み
で
あ
る
。
内
容

３－一



的
に
は
貢
進
物
付
札
が
比
較
的
少
く
、
Ｃ
溝
で
は
「
造
勅
旨
省
司
」

や
、
造
営
に
関
す
る
と
み
ら
れ
る
木
工
・
鉄
工
・
仕
丁
等
の
名
辞
の

み
え
る
も
の
、
Ｂ
溝
で
は
春
宮
坊
被
官
の
舎
人
監
の
名
や
、
木
尺
の

両
面
に
万
葉
仮
名
文
を
記
し
た
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　
Ｅ
期
・
Ｆ
期
　
Ｅ
期
は
奈
良
時
代
終
末
期
で
遺
構
は
ま
ば
ら
に
な

り
、
Ｆ
期
は
一
面
バ
ラ
ス
敷
の
時
期
で
九
世
紀
に
入
り
、
共
に
木
簡

は
出
て
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
遺
構
出
土
の
木
簡
以
外
に
、
時
期
不
明
の
柱
穴
・
土
墳

等
五
ケ
所
か
ら
計
六
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

　
以
上
の
各
時
期
出
土
木
簡
の
う
ち
、
柱
穴
・
土
壌
等
で
一
点
な
い

し
数
点
出
土
し
て
い
る
も
の
に
は
内
容
的
に
顕
著
な
も
の
が
少
く
、

採
録
し
な
か
っ
た
も
の
が
多
い
。

　
な
お
木
簡
の
出
土
総
点
数
は
三
一
九
点
で
あ
る
。

第
一
〇
三
－
一
次
調
査
（
左
京
三
条
二
坊
七
坪
）
昭
和
5
2
年
５
月

　
調
査
地
は
奈
良
市
北
新
町
で
、
左
京
三
条
二
坊
七
坪
に
当
る
。
発

掘
区
は
七
坪
の
中
央
よ
り
や
や
東
に
南
北
ト
レ
ン
チ
（
九
一
×
八
ｍ
）

を
設
け
た
。
ト
レ
ン
チ
調
査
の
た
め
建
物
配
置
は
明
確
で
な
い
が
、

建
物
二
五
棟
、
塀
三
条
、
溝
二
条
、
河
川
一
条
な
ど
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
河
川
印
ｘ
芯
ｇ
か
ら
一
点
出
土
し
て
い
る
。
㎝
ｘ
芯
胡
は
幅

約
七
ｍ
、
深
さ
約
七
〇
Ｊ
、
発
掘
区
南
部
に
東
北
か
ら
東
南
に
大
き

く
蛇
行
す
る
屈
曲
部
を
検
出
し
た
。
菰
川
の
旧
流
路
と
考
え
ら
れ
、

埋
土
の
出
土
土
器
か
ら
み
て
、
八
世
紀
中
葉
に
埋
め
た
て
ら
れ
て
い

る
。
木
簡
は
川
の
屈
曲
部
の
堆
積
土
中
か
ら
、
八
世
紀
前
半
の
土
器

や
多
く
の
木
片
・
木
屑
と
と
も
に
出
土
し
た
。

薬
師
寺
境
内
地
調
査
（
６
　
Ｂ
Ｙ
Ｓ
-
Ｉ
）
区
）
　
昭
和
5
2
年
1
1
月

　
薬
師
寺
伽
藍
整
備
の
た
め
、
現
売
札
所
東
方
の
摩
利
支
天
堂
移
転

予
定
地
を
約
コ
ー
○
�
発
掘
調
査
し
た
。

　
発
掘
区
内
で
は
、
約
六
〇
Ｊ
の
整
地
層
下
の
地
山
面
で
、
掘
立
柱

建
物
二
・
井
戸
四
・
溝
二
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
掘
立
柱
建
物

は
と
も
に
奈
良
時
代
の
遺
構
で
、
東
僧
房
の
北
に
あ
た
り
食
堂
に
も

近
い
こ
と
か
ら
、
府
屋
関
係
の
建
物
と
思
わ
れ
る
。
井
戸
は
、
∽
Ｍ

呂
を
除
い
て
す
べ
て
瓦
積
み
で
底
に
曲
物
を
据
え
て
お
り
、
出
土
土

器
形
式
に
よ
る
と
十
二
世
紀
頃
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
木
簡
は
す
べ
て
井
戸
　
叩
吻
示
か
ら
出
土
し
た
。
、
㎝
図
示
は
発

掘
調
査
区
で
は
最
も
古
い
遺
構
で
、
方
約
一
ｍ
、
深
さ
約
一
・
七
ｍ
、

井
戸
枠
は
遺
存
し
な
い
。
木
簡
出
土
点
数
は
、
二
三
三
点
（
う
ち
削

屑
一
六
九
点
）
で
あ
る
。
出
七
状
況
は
、
遺
構
検
出
面
約
三
〇
一
下

よ
り
、
井
戸
底
の
灰
色
砂
土
に
い
た
る
灰
色
粘
土
層
（
厚
さ
約
二
五

４～



こ
お
よ
び
砂
質
土
と
混
在
し
て
堆
積
す
る
暗
灰
色
粘
質
土
層
中
に
、

多
量
の
木
片
（
箸
状
の
も
の
が
多
い
）
　
・
削
屑
な
ど
と
と
も
に
存
在

し
た
。
原
形
を
と
ど
め
る
木
簡
は
数
少
く
、
墨
痕
を
と
ど
め
る
も
の

で
も
大
半
は
箸
状
に
縦
割
り
し
た
も
の
や
削
屑
で
あ
る
が
、
長
方
形

の
木
片
に
千
字
文
の
習
書
と
と
も
に
、
「
霊
亀
二
年
三
月
」
と
墨
書

し
た
も
の
を
は
じ
め
、
同
年
の
年
紀
の
あ
る
も
の
が
三
点
出
土
し
て

い
る
。
全
体
と
し
て
習
書
の
木
簡
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
、
曲
物
の

底
に
「
那
」
を
書
い
た
も
の
や
、
「
霊
」
の
文
字
と
と
も
に
亀
の
絵

を
墨
書
し
た
も
の
も
あ
る
。

　
　
叩
Ｍ
呂
か
ら
は
、
多
量
の
土
器
、
瓦
、
木
器
が
伴
出
し
て
い
る
。

瓦
は
す
べ
て
本
薬
師
寺
式
で
あ
り
、
坏
・
皿
・
鉢
・
甕
な
ど
の
土
師

器
も
奈
良
時
代
初
頭
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｓ
Ｅ
０
５

は
、
木
簡
年
紀
の
霊
亀
二
年
か
、
そ
の
す
ぐ
後
に
廃
絶
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、
薬
師
寺
造
営
工
事
に
係
る
井
戸
で
あ
ろ
う
。
断
片
で
は

あ
る
が
、
「
薬
師
寺
縁
起
」
に
み
え
る
養
老
二
年
薬
師
寺
移
建
以
前

の
年
紀
を
も
つ
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

　
な
お
第
一
〇
一
次
調
査
（
６
Ａ
Ｃ
Ａ
区
、
佐
紀
池
地
区
）
で
二
点
、

第
一
〇
三
一
一
六
次
調
査
（
６
Ａ
Ｇ
Ｒ
区
、
北
辺
二
坊
二
・
三
坪
）
で

一
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
が
、
採
録
し
な
か
っ
た
。

二
、
木
簡
の
形
態
分
類

否
ご
型
式
　
短
冊
形
。

否
ぶ
型
式
　
短
冊
形
で
、
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

否
応
型
式
　
短
冊
形
と
推
定
で
き
る
も
の
。

否
旨
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。

６
０
２
２
型
式
　
小
型
短
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

呂
沢
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

６
０
３
２
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
た
も

　
　
　
　
　
の
。

呂
Ｓ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
を
い
れ
、
他

　
　
　
　
　
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

否
路
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
こ
み
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
他
端
は
折
損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

呂
印
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

否
謡
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
が
尖
っ
て
、
他
端
の
形
態
が
不
明

　
　
　
　
　
の
も
の
。

否
巴
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

否
呂
型
式
　
あ
る
種
の
用
途
を
も
つ
と
推
定
さ
れ
る
木
製
品
に
墨
書

　
　
　
　
　
の
あ
る
も
の
で
、
そ
の
用
途
が
判
然
と
し
な
い
も
の
。

５－
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色
２
型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も

　
　
　
　
　
　
の
。

色
巴
型
式
　
削
屑
。

　
三
、
凡
　
　
例

日
　
釈
文
は
出
土
遺
構
ご
と
に
掲
げ
る
。
最
上
段
に
出
土
地
点
（
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
数
字
）
と
層
位
、
つ
ぎ
の
段
に
形
態
に
よ
る
型
式
分

類
番
号
（
本
概
報
で
は
千
位
の
６
を
省
き
、
三
桁
で
表
わ
す
）
を
そ
れ
ぞ

れ
記
入
し
た
。
ま
た
必
要
な
も
の
に
は
遺
構
番
号
を
釈
文
の
下
に
付

し
た
。

口
　
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

４
々

■
Ｉ

口
口
口

口
口
口

目
口

口
　
口

¬

Ｌ＿

抹
消
し
た
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍

に
付
し
た
。

抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

記
載
内
容
か
ら
み
て
上
ま
た
は
下
に
少
く
と
も
一
字
以
上

の
文
字
を
推
定
し
た
も
の
。

異
筆
、
追
筆

コ●カマ

マ

m

Ｊ

へ

Ｗ

合
　
点

木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

編
者
が
加
え
た
注
で
疑
問
の
残
る
も
の
。

文
字
に
疑
問
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

校
訂
に
関
す
る
注
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文

字
を
含
む
も
の
。

右
以
外
の
校
訂
注
お
よ
び
説
明
注
。
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